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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １２ 

令和 元年１１月２８日 

午前・午後 ２時５３分    

議会名 令和 元 年 第 ４ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １７ 番     岡村恵子 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１、被災者に寄り添う市政へ

の転換について 

 

（１）り災証明の認定と住宅

応急修理制度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）他の市の経験を学び、

生かすことについて 

 

（３）被災者と正面から向き

合うことについて 

 

 

 

 

 

①り災証明の被害認定をどうやってきたのか、また

柔軟な対応をしてきたのか伺う。 

②り災証明の被害認定件数（各段階ごと）について

伺う。 

③一部損壊（準半壊）は、どう認定されてきている

のか伺う。 

④再判定ができることをどう知らせているのか伺

う。 

⑤住宅応急修理制度について、現在の申請件数から

みて、被災者への十分な周知がなされていると考

えるか伺う。 

⑥一部損壊（準半壊）について、３０万円補助する

制度ができたが、機能しているのか伺う。 

 

①他市が積み重ねた経験を学び、生かす事など不足

しているのではないか。 

 

①被災者の方々の方に出向き、被災者の方々の声を

直接受け止める機会を作ることや、支援策の説明

会などなぜできなかったのか、今からでも開くべ

きではないか。 

 

 


